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JCHOにおける
新型コロナウイルス感染症対応の実績

JCHO では、国内発生の早期から、国の要請に基づき積極的に対応を行ってまいりました。令和 2年
2 月は、クルーズ船「ダイヤモンド・プリンセス号」の船内医療救護活動を行い、2月から 3月にかけて、
延べ 476 名（実人数は 29 名、７か国）の乗員乗客の入院受入れを、東京蒲田医療センターにおいて行
いました。また、3月から 4 月にかけては、羽田空港における入国者の検疫業務を担いました。これら
の活動については、関東を中心に全国から多くの医師・薬剤師・看護師を派遣し、対応しました（表）。
これらに従事頂いた職員の皆様には、感染への不安がある中、使命感をもって医療活動にあたって

頂きました。また、病院幹部の皆様には、急な要請にも関わらず、趣旨をご理解頂き職員を迅速に派
遣頂きました。この場をお借りして御礼申し上げます。
また、各地域の JCHO 病院における新型コロナウイルス感染症の受入れについては、それぞれの地

域の実情に基づいた自治体からの要請に応じて、帰国者・接触者外来や発熱外来の設置、入院病床の
確保を行って頂きました。この結果、JCHO における帰国者・接触者外来（発熱外来含む）の延べ患
者数は 1,009 名、入院延べ患者数は 5,701 名（実人数は 414 名）となっています（5 月 31 日現在）。こ
れらの実績は、患者に直接対応する医師や看護師はもちろんのこと、個人防護具の確保や自治体との
連携を行う事務職、検査等を行う検査技師や放射線技師、新型コロナウイルス感染症患者以外の医療
を支える多くの職員のご尽力のもとに成り立っています。
今後も、国や自治体等の関係者と連携しながら、新型コロナウイルス感染症の患者受入れなどに対

応していく方針ですので、引き続きのご協力をよろしくお願い申し上げます。

本部　企画経営部　副部長・医療担当副部長　河嶋 知子

表　国の要請による新型コロナウイルス感染症対応への職員派遣状況

期間 職種 派遣延人数 派遣病院等

ク
ル
ー
ズ
船
対
応

船
内
医
療
活
動

2/11 医師 4 高輪、新宿

2/9 〜 2/21 薬剤師 29 うつのみや、埼玉、千葉、船橋、新宿、山手、城東、蒲田、
横浜、横浜保土ケ谷、相模野、湯河原、中京、大阪

2/11 看護師 20 高輪、新宿、山手、城東、蒲田、横浜、横浜保土ケ谷、相模野、
東日本地区事務所、本部

東
京
蒲
田
医
療
セ
ン
タ
ー
の

入
院
対
応

2/20〜3/13 医師 18 城東

2/19 〜 3/17 看護師 219

仙台、さいたま北部、埼玉、船橋、高輪、新宿、山手、 
城東、横浜、横浜保土ケ谷、相模野、金沢、可児、桜ヶ丘、
三島、中京、四日市、大阪、星ヶ丘、大和郡山、玉造、下関、 
徳山、宇和島、高知西、福岡ゆたか、諫早、熊本、人吉、南海、
宮崎江南

2/25 事務職 1 高輪

羽田空港の
検疫対応

3/27 〜 4/12 医師 27 埼 玉、 千 葉、 船 橋、 新 宿、 山 手、 城 東、 高 輪、 横 浜、 
横浜保土ケ谷、相模野

3/27 〜 4/30 看護師 103 埼玉、船橋、新宿、山手、横浜、本部、関東地区事務所
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新任理事のご挨拶

この 4 月から JCHO 本部の理事を拝命しました。3 月まで大阪の近畿大学医
学部脳神経内科の主任教授をつとめていましたが、ちょうど異動の時期に新型
コロナウィルス感染拡大が顕著となりました。4 月はじめに緊急事態宣言が発
令され、5 月 25 日には解除されましたが、まだまだ落ち着かない日々が続いて
います。JCHO 職員の皆様におかれましては、新型コロナウィルスへの対応に
あたって多大なご尽力をいただいているところであり、心から敬意を表したい
と思います。近年医療や介護をとりまく状況は厳しさを増していたところです
が、今回のコロナ禍は医療機関にさらなる大きな負の影響を与えています。そ
うした中ではありますが、知恵を絞って JCHO（地域医療機能推進機構）がそ

の名の通り引き続き地域の期待に応えていけるよう、皆様とともに歩んでいきたいと考えています。
よろしくお願い申し上げます。

病院経営・総合診療医・IT
担当理事

楠  進

４月に本部理事を拝命いたしました。地域医療に直接かかわるのは約 10 年
ぶりです。JCHO 設立の議論がされていた頃だったと思いますが、自分が携わ
ることになるとは思ってもみませんでした。

病院は医療サービスの提供だけでなく、地方においては重要な雇用の場でも
あり、地域で暮らす住民にとって生活の要です。地域に密着し予防から医療、
介護まで一体的に担える JCHO 病院は、地域の大きな期待を背負っていると思
います。

地域医療に求められる機能は時代とともに変化してきましたが、今回の新型
コロナウイルスの経験で社会全体が大きく変わりました。JCHO がその強みを
生かし「新しい生活様式」でのニーズに応え役割を果たすためにできることは

何か。JCHO の理念である、安心して暮らせる地域づくりに貢献できるよう、微力ながら力を尽くす
所存です。どうぞよろしくお願いいたします。

令和２年４月 10 日、当時新型コロナウイルス感染症対策専門家会議の副座長を務めていた、当機構
尾身理事長が新型コロナウイルス感染症の特徴や現状について、天皇、皇后両陛下へご進講されました。

冒頭、天皇陛下は、尾身理事長をはじめ現場で力を尽くす医
療関係者に感謝の言葉を述べられたとの事です。また、感染拡
大について「人類にとって大きな試練」と表現し、感染者が増
えている状況を憂慮され、「私たちが心を一つにして力を合わ
せ、難しい状況を乗り越えていくことを心から願っています。」
と話されたそうです。

医療・看護・介護・
地域包括ケア担当理事

石川 直子

天皇陛下「心を一つに」～新型コロナウイルス感染症についてのご進講～
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新任理事のご挨拶

このたび東海北陸地区担当理事を拝命いたしました。私は平成 26 年 1 月、
四日市社会保険病院に院長として赴任し最後の３ヶ月を勤務したのち、4 月に
JCHO 発足を迎えました。それから 6 年の間、組織の発展と安定化の過程を目
の当たりにしてきました。当院が所属します「東海北陸地区」には９病院があ
りますが、北陸地方と東海地方の間には少し異なった地域性が存在するために、
状況に応じた運営がなされています。しかし地域には慢性的な医師不足や職員
のパワー不足が生じていることも事実です。地区担当理事として、これら病院
が抱える諸問題に対するご意見・ご提案を各院長先生から伺い、時には議論し
て、役員会でご相談させていただきたいと思っています。地区内の病院活性化

という地区事務所の重要な役割を果たすべく、努力していく所存です。皆様のご指導ご鞭撻をお願い
申し上げます。

東海北陸地区
担当理事

住田 安弘

このたび、近畿四国地区担当理事を拝命いたしました。私は一昨年の 10 月
に星ヶ丘医療センターに院長として来たのが JCHO の一員としてのスタートで
す。星ヶ丘医療センターは問題山積状態ですし、まだまだ JCHO をよく理解し
ているとは言えない状況ではありますが、JCHO の発展に少しでも寄与できる
よう力を尽くしたいと思います。

近畿四国地区 11 病院を見ましても、サイズ的には 200 床に満たない病院か
ら 500 床を超える病院まで、機能的には救急・急性期を中心とした医療に特化
した病院からリハビリテーションを中心とした慢性期医療が中心の病院、また
その両者を担当する病院、さらには老健施設を併設する病院があったりして、

JCHO は多彩な病院を包括した組織であります。そういう組織の中で、地区担当理事・地区事務所が
できることは本部との間にたって、個々の病院がその個性・特性を活かして地域の要請に応えられる
ような医療活動を展開できるように支援していくことだろうと考えます。まずは病院間のコミュニ
ケーションをとることが重要だと考えますが、今は Covid-19 感染の問題で個人間、組織間のコミュ
ニケーションひとつ容易に取れない状況であります。それでも地区担当理事の仕事を全うしたく、皆
様のご指導とご鞭撻をお願い申し上げます。

近畿四国地区
担当理事

増山 理

4 月 1 日付けで、JCHO 本部の広報・コミュニケーション担当理事を拝命いた
しました。JCHO 第二期中期計画においては、独立行政法人として収益基盤の一
層の強化とともに、地域医療機能の推進役となって高齢化・人口減少に直面す
る日本の地域医療を支える大きなミッションを達成していくことが重要だと理解
しています。

その達成のためには、的確な意思疎通のもとで本部と各病院が一体となって
迅速に動けるか、地域医療を支えていくという熱い思いのもとで組織を超えて協
力しあえるか、そして、一人ひとりが仕事を楽しみ成長実感を味わえるかなどが、
カギだと思います。

これらはすべてコミュニケーションの課題でもあります。
私はこれまで民間企業と経営大学院の教員としての経験しかないのですが、一貫して組織やコミュ

ニケーションの問題を扱ってきました。これからは本部や現場の皆さんから多くを学ばせていただき、
これまでの知見を発展させて、みなさんが大いに力を発揮できるようお手伝いをさせていただければと
思います。どうぞよろしくお願いいたします。

広報・コミュニケーション
担当理事

徳岡 晃一郎
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新任院長メッセージ

社会保険山梨病院に就職してはや、30 有余年。建物も名称も変わった、JCHO 山梨病
院院長を拝命いたしました野方です。

我が病院は感染症指定病院ではありませんが、このたびのコロナ禍に対して、積極的に感
染者の入院、発熱者の診療を受け入れ、数多くの PCR 検査を実施しました。それは、地域医
療を支える為に当然必要な責務である事を職員全員が自覚し、実行したからに他なりません。
そんな山梨病院の職員を大変誇りに思い、皆に支えられて職務を全うしたいと考えています。

JCHO 山梨病院　野方 尚

2020 年 4 月、院長に就任しました八木澤隆です。自治医科大学（腎泌尿器外科）より
赴任しました。宇都宮市南部地区の中核病院として急性期・専門的医療を担うとともに
回復期リハビリ、健康管理センター、介護老人保健施設を通じ、地域の健康、福祉に貢
献して参ります。職員一同、地域に信頼される病院を目指し、また、うつのみや病院な
らではの新しい医療の提供を模索、推進します。皆様、よろしくお願い申し上げます。

JCHO うつのみや病院　八木澤 隆

JCHO 秋田病院　大塚 博徳
このたび秋田病院の院長に就任した大塚です。当院のある秋田県能代市は、私の生ま

れ育った故郷であり、1998 年 10 月に整形外科部長として赴任してから 22 年半も勤務し
ております。母校の中学校は統合、小学校は全校児童 68 名と全国でも少子高齢化・人口
減少が著しい地域ですが、職員・地域住民・周辺医療機関と「風通しのよい関係」を作
ることで、地元の地域医療のため、健全経営のために頑張っていきたいと思います。

JCHO 相模野病院　今泉 弘
このたび院長を拝命しました今泉です。当院は神奈川県相模原市に位置し地域医療を

担っています。科学としての医学の進歩は目覚ましく、ゲノム診療や AI の導入などは
未来の医療ではなく on going の診療です。地域に根ざした中規模病院である当院にはこ
れらの課題を解決しながら安全かつ高度な医療を提供する義務があります。地域のアン
メットニーズに応えられる病院として持続的に成長できるよう努力してまいります。

JCHO 登別病院　石川 典俊
本年４月にＪＣＨＯ登別病院長に就任した石川典俊です。よろしくお願いいたします。
私は北海道内の厚生連病院で長く地域医療に携わってきた一般内科医です。平成 30 年胆

振東部地震も経験し地域の病院が災害拠点として如何に大切かと実感しております。通常
の診療においても、病院は保健、福祉と連携し地域の人々の「よろず相談所」「人生の応援団」
でありたいと思っています。皆様のご協力、ご鞭撻のほどよろしくお願い申し上げます。
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新任院長メッセージ

４月より、伊万里松浦病院の院長を拝命いたしました萩原淳です。以前、全社連時
代に診療部長として赴任し 5 年間程、外科医として勤務しておりました。5 年ぶりに
戻ってきたのですが、以前とは違う雰囲気を肌で感じながら、院長業務を行っており
ます。今後、11 月には県をまたいで長崎県松浦市への新築移転も控えており、職員と
一緒に JCHO グループの一員として頑張っていきます。

JCHO 伊万里松浦病院　萩原 淳

4 月 1 日付けで JCHO 大阪病院の院長を拝命しました西田です。7 年程、国立がん研
究センター東病院と中央病院で病院長をしており、久しぶりに大阪に戻ってきました。
JCHO では全くの新人です。地域の皆様・関係機関と連携して、安心で質の高い医療を
提供し、優秀な医療者を育成、働き甲斐がある活力に満ちた急性期病院を目指します。
あたたかいご支援とご助言・ご指導を心よりお願い申し上げます。

JCHO 大阪病院　西田 俊朗

JCHO 中京病院　後藤 百万
当院は健康管理センター・老人保健施設・救命救急センターを併設し、地域包括ケア

の要として、予防・診療・介護までシームレスで質の高い医療を提供して地域住民の生
活を支えるとともに、医療が日進月歩で進むなか、先進医療を積極的に取り入れ、難治
性疾患にも対応できる高機能総合病院としての能力を備え、地域のみならず、全国から
患者さんが期待して受診されるような病院を目指します。よろしくお願い申し上げます。

JCHO 神戸中央病院　松本 圭吾
このたび神戸中央病院の院長を拝命いたしました。2001 年に神戸中央病院に赴任し、

脳神経外科部長、副院長として、地域連携、地域包括ケア、医療倫理にかかわってまい
りました。当地域もかなりの高齢化と緩徐ながら人口減少がすすんでいます。アフター
コロナを見据えて、地域で本当に必要とされる医療とは何かを見極めながら、職員と共
に神戸中央病院の地域での信頼と価値を高めてゆきたいと考えております。

JCHO 桜ヶ丘病院　内野 直樹
病院運営も疾病治療も同じで、腐った病巣を切除し、健康体に戻すことと考えていま

す。桜ヶ丘病院の無垢な職員のために結果を出したいと思いますし、院長は結果責任を
負う義務があるので、未達成であれば首を飛ばされる事となります。早期発見、早期治
療が可能となれば数年来滞っている病院建替えを実現できると思います。片道切符を持っ
た老人が、死に花を咲かせる覚悟で特攻します。どうぞよろしくお願いいたします。



平成２９年５月に新病院の建築業者が決定し

て、基本設計、実施設計の作成を経て、平成３０

年１０月に新病院建築工事を着工いたしました。

限られた予算の中で、医療機器や什器の購入

や、ネットワーク工事、電子カルテ導入の業者

決定がぎりぎりになったりもしましたが、着工か

ら１年５ヶ月、令和２年２月末工事が完了しまし

た。３月１２日に竣工式及び地域住民への内覧会

を予定しておりましたが、新型コロナウイルス感

染防止のため内覧会は中止、竣工式も病院職員と

建築業者のごく少数での実施となりました。そし

て、入院患者の移送、病院設備の移設等引越作業

を行い令和２年４月１０日に無事開院の日を迎え

ることができました。

建築業者と打ち合わせを行いながらの電子カル

テや病院移転の準備でバタバタと目まぐるしい毎

日でしたが、この日を迎えることができたのは、

職員全員の頑張りの賜物です。

本当にお疲れ様でした。

新しい病院は、登別駅からも徒歩圏内で交通ア

クセスが良くなりました。病棟は２病棟で一般病

棟５５床（内、地域包括ケア病棟１５床）、回復

期リハビリテーション病棟５５床となりました。

入院患者の療養環境も整備され６床室がなくなり

４床室になり、個室も増えました。また、健康管

理センターも整備され、検査、放射線への動線も

良くなりました。

この新しい病院で心機一転、今後もより一層地

域医療に貢献できるよう努めていきたいと思いま

すので、今後ともよろしくお願いいたします。

最後に、新病院開院に携わっていただいた関係

者の皆様に深く感謝申し上げます。

TOPICS 新築移転

JCHO 登別病院　事務長補佐（総務）　越野 敬

T OPICS

新病棟全景

健康管理センター待合室 中央待合室
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徳
岡
▼
今
回
の
対
談
は
、
尾
身
理
事
長

が
Ｊ
Ｃ
Ｈ
Ｏ
中
期
計
画
第
２
期
の
重

点
課
題
の
１
つ
の
柱
と
し
て
い
る
「
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
に
対
し
、
理

事
長
自
身
が
組
織
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
に
お
い
て
感
じ
て
い
る
課
題

や
今
後
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、
そ
の

思
い
を
お
伺
い
す
る
た
め
に
企
画
し

ま
し
た
。
今
後
の
組
織
運
営
を
見
据

え
た
、
理
事
長
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
に
懸
け
る
思
い
を
伺
い
ま
す
。

～
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
は
～

徳
岡
▼
ま
ず
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
に
関
心
を
持
た
れ
た
背
景
を
聞
か

せ
て
い
た
だ
け
ま
す
か
。

尾
身
▼
ち
ょ
っ
と
広
い
話
を
す
る
と
、

『
サ
ピ
エ
ン
ス
全
史
』
と
い
う
ベ
ス

ト
セ
ラ
ー
と
な
っ
た
本
が
数
年
前
に

あ
り
ま
し
た
ね
。

　
　

昔
、
人
類
に
は
ネ
ア
ン
デ
ル
タ
ー

ル
人
や
ホ
モ
サ
ピ
エ
ン
ス
が
い
ま
し

た
が
、
最
後
に
ホ
モ
サ
ピ
エ
ン
ス
が

残
っ
た
。
な
ぜ
か
と
い
う
と
、
ネ
ア

ン
デ
ル
タ
ー
ル
人
は
孤
立
し
て
生
活

し
て
い
た
け
れ
ど
、
ホ
モ
サ
ピ
エ
ン

ス
は
社
会
を
作
っ
て
生
存
の
た
め
に

情
報
を
共
有
し
て
い
た
と
い
う
話
を

読
ん
で
、「
あ
あ
、
な
る
ほ
ど
な
」
と

思
っ
た
ん
で
す
。
つ
ま
り
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
綿
密
に
取
っ
て
い
る

集
団
は
強
い
わ
け
で
す
。

　
　

そ
れ
か
ら
私
が
国
内
外
で
長
く
組

織
の
運
営
を
し
て
い
て
実
感
し
た
の

は
、
組
織
が
上
手
く
い
く
た
め
の
カ

ギ
は
Ｍ
Ｂ
Ａ
（
※
１
）
で
習
う
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
の
理
論
も
あ
る
け
れ
ど
、
結
局

最
後
は
「
人
」、
人
同
士
の
相
互
作

用
で
様
々
な
問
題
を
解
決
し
て
い
く

ツ
ー
ル
が
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
だ

と
思
い
ま
す
。

　
　

ど
ん
な
に
活
力
が
あ
る
組
織
で

も
、
目
標
に
向
か
う
と
さ
ま
ざ
ま
な

困
難
に
ぶ
つ
か
り
ま
す
よ
ね
。
そ
う

な
る
と
、
皆
の
志
が
一
致
し
、
大
き

な
戦
略
を
共
有
で
き
て
い
な
い
と
解

決
す
る
の
は
難
し
い
。
そ
し
て
「
な

ん
と
か
や
ろ
う
と
思
う
気
持
ち
」
が

も
の
す
ご
く
重
要
で
す
が
、
こ
れ
だ

け
で
解
決
で
き
る
わ
け
で
は
な
い
の

で
、
解
決
に
向
け
て
色
々
な
意
見
を

出
し
て
も
ら
う
と
、
喧
嘩
に
な
っ
て

し
ま
う
こ
と
も
あ
る
で
し
ょ
う
。
解

決
策
で
意
見
が
食
い
違
い
方
向
性
が

見
つ
か
ら
な
い
場
合
や
、
目
的
は
決

ま
っ
て
い
る
け
ど
方
法
論
が
難
し
い

と
言
っ
て
諦
め
て
し
ま
う
場
合
も
あ

る
。
で
も
、
そ
こ
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
し
っ
か
り
取
れ
ば
、
相
互

作
用
が
発
揮
で
き
、
解
決
策
、
落
と

し
ど
こ
ろ
が
見
え
て
く
る
ん
で
す
。

こ
う
し
て
一
つ
一
つ
問
題
を
解
決
し

て
志
や
戦
略
の
達
成
に
つ
な
げ
て
い

け
る
、
こ
れ
が
私
の
今
ま
で
の
経
験

か
ら
の
実
感
で
す
。

～
Ｊ
Ｃ
Ｈ
Ｏ
を
通
し
て
考
え
る
組

織
に
お
け
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
の
課
題
～

尾
身
▼
徳
岡
理
事
を
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
担
当
理
事
と
し
て
当
機
構
に
お
迎

え
し
た
理
由
は
、
Ｊ
Ｃ
Ｈ
Ｏ
の
中
で
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
し
っ
か
り
取
る

の
は
他
の
組
織
と
違
っ
て
と
て
も
難
し

い
と
思
っ
た
か
ら
な
ん
で
す
。

　
　

な
ぜ
か
と
い
う
と
、
人
間
は
立
場

や
経
験
が
違
う
と
見
方
も
違
う
。
医

療
や
介
護
の
現
場
が
見
て
い
る
世
界

と
、
本
部
や
地
区
事
務
所
が
見
て
い

る
世
界
が
違
う
ん
で
す
。
前
者
の
最

大
の
志
は
、
患
者
さ
ん
を
助
け
た
い

と
い
う
使
命
感
で
す
。
も
ち
ろ
ん
、

み
ん
な
国
の
法
律
や
Ｊ
Ｃ
Ｈ
Ｏ
の
規

則
を
守
る
こ
と
の
重
要
さ
、
経
営
も

必
要
だ
と
い
う
こ
と
は
頭
で
は
わ

か
っ
て
い
る
け
ど
、「
命
を
救
う
」
こ

と
が
最
も
大
事
で
、
医
療
を
良
く
し

ＳＰＥＣＩＡＬ対談
～ＪＣＨＯにおけるコミュニケーションの強化、その方向性～

尾身理事長×徳岡広報・コミュニケーション担当理事

JCHO 理事長

尾身 茂

特集

※１�MBA…経営学修士、英米圏においては実務経験を有する社会人を対象としたマネジメントプログラムを提供するビジネススクール（経営大学院）、日本においては大学院（修士課程また
は専門職学位課程）が、これを授与する。
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た
い
と
い
う
の
が
、
現
場
の
人
た
ち

の
強
い
思
い
で
す
よ
ね
。

徳
岡
▼
も
ち
ろ
ん
そ
う
で
す
よ
ね
。

尾
身
▼
本
部
は
、
そ
う
い
う
事
は
十
分

わ
か
っ
て
い
る
け
ど
、
焦
点
が
逆
に

な
る
ん
で
す
。
医
療
は
も
ち
ろ
ん
大

事
で
す
が
、
独
法
と
い
う
国
か
ら
任

さ
れ
た
経
営
組
織
で
す
か
ら
、
社
会

に
説
明
で
き
る
か
た
ち
で
維
持
・
運

営
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
し
、
Ｊ
Ｃ

Ｈ
Ｏ
全
体
と
し
て
日
本
の
各
地
に
最

適
な
医
療
を
提
供
す
る
た
め
の
経
営

改
善
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
そ
う
し

な
い
と
結
局
、
地
域
の
医
療
も
守
ら

れ
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。

　
　

ど
ち
ら
も
正
し
い
け
れ
ど
、
現

場
の
人
は
、
本
部
の
人
が
い
わ
ゆ
る

お
役
所
的
で
現
場
の
こ
と
を
分
か
っ

て
な
い
と
思
う
。
一
方
本
部
は
、
現

場
の
人
は
い
く
ら
言
っ
て
も
経
営
の

大
切
さ
が
伝
わ
ら
な
い
と
思
っ
て
い

る
。
幹
部
会
議
で
決
定
さ
れ
た
こ
と

で
あ
っ
て
も
、
き
ち
ん
と
伝
わ
っ
て

い
な
い
と
い
う
こ
と
が
、
こ
れ
ま
で

に
何
度
も
あ
り
ま
し
た
。

　
　

サ
ッ
カ
ー
や
ラ
グ
ビ
ー
だ
っ
て
、

監
督
や
コ
ー
チ
、
選
手
が
い
る
中
で
、

そ
れ
ぞ
れ
が
自
分
の
役
割
を
果
た
さ

な
い
と
、
チ
ー
ム
と
し
て
は
う
ま
く

い
か
な
い
。
監
督
が
全
て
の
指
示
を

出
す
の
で
は
な
く
、
そ
の
場
で
各

メ
ン
バ
ー
が
臨
機
応
変
に
対
応
で
き

な
け
れ
ば
勝
て
な
い
で
す
よ
ね
。
そ

の
た
め
に
監
督
と
選
手
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
が
大
事
な
の
は
皆
さ
ん

も
ご
承
知
の
通
り
で
す
。
そ
れ
と
同

じ
で
、
本
部
が
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
状

況
に
対
し
て
指
示
は
出
せ
な
い
。
そ

ん
な
こ
と
を
し
た
ら
、
現
場
は
不
満

に
思
い
ま
す
よ
ね
。
だ
け
ど
、
組
織

全
体
が
本
当
に
う
ま
く
行
く
に
は
、

個
々
の
主
体
性
や
自
主
性
を
認
め
つ

つ
、
大
き
な
目
的
と
戦
略
は
一
致
さ

せ
る
こ
と
が
前
提
に
な
い
と
い
け
な

い
わ
け
で
す
。

　
　

み
ん
な
一
生
懸
命
頑
張
っ
て
く
れ

て
い
る
け
ど
、
こ
の
組
織
に
は
と
き

ど
き
監
督
の
指
示
が
伝
わ
ら
ず
、
み

ん
な
が
バ
ラ
バ
ラ
に
な
る
よ
う
な
こ

と
が
あ
っ
て
、
こ
こ
が
中
期
計
画
の

一
期
を
終
え
て
の
ポ
イ
ン
ト
だ
っ
た

と
思
い
ま
す
。

徳
岡
▼
２
期
目
は
そ
う
い
う
行
き
違
い

を
埋
め
て
、
Ｊ
Ｃ
Ｈ
Ｏ
一
丸
と
な
っ
て

素
晴
ら
し
い
医
療
と
健
全
な
経
営
が

両
立
す
る
組
織
を
作
っ
て
い
く
。
そ
の

た
め
の
カ
ギ
が
本
部
と
病
院
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
い
う
わ
け
で
す
ね
。

尾
身
▼
そ
う
で
す
。
立
場
が
違
う
人

で
も
、
膝
を
突
き
合
わ
せ
て
、
互
い

を
尊
重
し
て
忌
憚
な
く
真
摯
に
聞
き

ま
し
ょ
う
と
い
う
態
度
で
話
を
す
る

と
、
互
い
の
理
解
が
深
ま
り
、
歩
み
寄

り
が
で
き
る
ん
で
す
よ
ね
。
そ
う
す
る

と
、
オ
ー
ル
Ｊ
Ｃ
Ｈ
Ｏ
の
戦
略
が
作
り

や
す
く
な
る
。
た
だ
、
ど
ん
な
に
客
観

的
に
な
ろ
う
と
し
て
も
、
そ
の
人
の
経

験
や
立
場
に
制
約
さ
れ
る
と
こ
ろ
が

あ
る
の
で
、
自
分
で
は
ど
ん
な
に
視
野

を
広
げ
た
つ
も
り
で
も
、
完
全
な
視
野

と
い
う
の
は
な
い
ん
で
す
。

徳
岡
▼
相
手
の
言
う
こ
と
に
耳
を
傾
け

る
姿
勢
が
大
事
で
す
ね
。
話
す
力
だ

け
で
は
な
く
、
聞
く
力
も
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
大
き
な
要
素
で
す
。

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
３
要
素
と

い
う
の
が
あ
っ
て
、
そ
れ
は
発
信
力

と
受
信
力
、
対
話
力
で
、
受
信
力
が

聞
く
力
で
す
。

尾
身
▼
私
は
、
会
議
で
も
速
さ
が
必
要

な
時
は
自
分
の
意
見
を
先
に
言
っ
て
し

ま
う
け
ど
、
そ
う
で
な
い
と
き
は
、
ま

ず
相
手
の
意
見
を
聞
き
ま
す
。
な
ぜ

か
と
い
う
と
、
相
手
と
意
見
が
合
わ
な

い
け
れ
ど
、
自
分
の
意
見
に
は
自
信
が

あ
る
と
き
が
あ
る
で
し
ょ
う
。
そ
ん
な

と
き
で
も
ち
ょ
っ
と
自
分
を
抑
え
て
相

手
の
意
見
を
聞
く
と
、
自
分
が
正
解

だ
と
思
っ
て
い
た
考
え
を
変
え
な
け
れ

ば
い
け
な
い
と
気
付
く
こ
と
が
あ
る
か

ら
で
す
。
ま
ず
は
聞
く
耳
を
持
つ
こ
と

が
大
事
だ
と
思
い
ま
す
。
考
え
が
完

全
に
は
一
致
し
な
い
こ
と
も
あ
る
し
最

後
は
わ
か
っ
て
も
ら
わ
な
い
と
い
け
な

い
と
し
て
も
、
少
な
く
と
も
組
織
は
良

く
な
る
。

～
課
題
解
決
の
具
体
例
～

徳
岡
▼
理
事
長
の
経
験
の
中
で
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
う
ま
く
機
能
し
た

事
例
を
お
話
し
い
た
だ
け
ま
す
か
。

尾
身
▼
Ｗ
Ｈ
Ｏ
（
※
２
）

時
代
の
話
を
し

ま
す
と
、
Ｗ
Ｈ
Ｏ
は
、
２
０
０
ぐ
ら

い
の
国
が
加
盟
し
て
い
て
、
そ
れ
ぞ

れ
利
害
関
係
が
あ
る
の
で
す
が
、
例

え
ば
、「
た
ば
こ
規
制
枠
組
条
約
（
※

３
）」
を
作
っ
た
と
き
の
話
を
し
ま
し
ょ

う
。
加
盟
国
の
中
に
は
、
た
ば
こ
を

自
分
達
で
作
っ
て
い
る
国
も
あ
る

し
、
全
く
作
っ
て
な
い
国
も
あ
る
。

そ
れ
ゆ
え
、
規
制
に
関
す
る
立
場
・

思
惑
が
各
国
で
違
い
ま
す
。
だ
か
ら

各
国
の
意
見
を
ま
と
め
る
の
に
何
年

も
か
か
る
ん
で
す
。

　
　

最
初
の
目
標
は
「
た
ば
こ
の
健

康
被
害
を
な
く
そ
う
」
ぐ
ら
い
。
そ

れ
く
ら
い
は
皆
合
意
で
き
る
と
思
う

で
し
ょ
う
。
と
こ
ろ
が
、
メ
ン
バ
ー

は
自
国
の
事
情
を
背
負
っ
て
い
る
の

で
、
健
康
被
害
の
有
無
や
、
た
ば
こ

※２WHO…世界保健機関、人間の健康を基本的人権の一つと捉え、その達成を目的として設立された国際連合の専門機関（国際連合機関）。
※３�たばこ規制枠組条約…正式には「たばこの規制に関する世界保健機関枠組条約」、たばこの使用およびたばこの煙に晒されることの広がりを継続的かつ実質的に減少させるため、締約国
が自国において並びに地域的および国際的に実施するたばこの規制のための措置についての枠組みを提供することにより、たばこの消費およびたばこの煙に晒されることが健康、社会、
環境および経済に及ぼす破壊的な影響から現在および将来の世代を保護することを目的とした条約のこと。

JCHO 広報・コミュニケーション
担当理事

徳岡 晃一郎

09



が
不
要
か
必
要
か
と
い
っ
た
根
本
的

な
こ
と
か
ら
、
健
康
被
害
な
ん
て
も

と
も
と
な
い
と
言
う
人
ま
で
現
れ
ま

す
。
そ
の
先
に
進
ん
で
も
、
健
康
被

害
を
少
な
く
す
る
の
に
ど
う
い
う
手

段
が
適
切
か
と
な
る
と
議
論
百
出
で

意
見
が
割
れ
て
し
ま
う
。
で
す
が
、

何
回
も
議
論
し
て
い
く
う
ち
に
、
良

い
意
見
、
合
理
的
と
い
う
か
説
得
力

の
あ
る
意
見
が
出
て
き
ま
す
。
そ
う

し
た
ら
、
そ
れ
が
ど
ん
な
立
場
の
人

か
ら
で
あ
っ
て
も
、
必
ず
採
用
す
る

ん
で
す
。
そ
の
プ
ロ
セ
ス
を
経
て
、

少
し
ず
つ
意
見
が
集
約
し
て
く
る
。

そ
し
て
最
後
、
採
択
と
な
る
と
、
最

初
は
意
見
が
違
っ
た
人
た
ち
も
、
み

ん
な
大
喜
び
す
る
ん
で
す
。
人
間
と

い
う
の
は
不
思
議
な
も
の
で
、
自
分

の
考
え
が
１
０
０
言
っ
た
う
ち
の

６
０
し
か
採
用
さ
れ
な
く
て
も
、
採

用
さ
れ
れ
ば
参
加
で
き
た
と
い
う
気

持
ち
に
な
る
ん
で
す
よ
ね
。

　
　

こ
の
よ
う
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
尽
く
す
こ
と
が
と
て
も
大
事

で
、
相
手
か
ら
学
ぶ
と
い
う
か
気
付

く
こ
と
も
出
て
き
て
、
人
同
士
が
つ

な
が
っ
て
く
る
ん
で
す
。

　
　

人
間
誰
だ
っ
て
、「
あ
な
た
良
い
こ

と
言
う
ね
」
と
言
わ
れ
た
ら
、
悪
い

気
は
し
な
い
で
し
ょ
う
。
こ
れ
が
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
良
さ
な
ん
で

す
よ
ね
。
雰
囲
気
が
明
る
く
な
り
ま

す
。
そ
ん
な
感
覚
を
皆
が
持
つ
こ
と

が
大
事
だ
と
思
い
ま
す
。

徳
岡
▼
そ
う
い
う
意
味
で
は
、
最
近
は

ツ
イ
ッ
タ
ー
な
ど
で
「
あ
の
人
す
ご

い
」
と
か
「
駄
目
」
と
か
、
評
価
を

単
純
化
し
た
り
、
ネ
ガ
な
意
見
を
一

方
的
に
、
い
わ
ゆ
る
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ

の
よ
う
に
言
っ
て
、
レ
ッ
テ
ル
を
貼
る

よ
う
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
日
本

で
も
世
界
で
も
散
見
さ
れ
ま
す
。

尾
身
▼
私
は
個
人
的
に
は
こ
う
し
た
現

象
を
非
常
に
危
惧
し
て
い
ま
す
。
な

ぜ
な
ら
、
現
実
の
人
間
や
社
会
と
い

う
の
は
、
白
か
黒
か
で
は
な
い
。
人

間
は
不
完
全
な
も
の
だ
か
ら
、
で
き

て
い
る
組
織
も
不
完
全
な
ん
で
す
よ
。

　
　

そ
も
そ
も
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

す
る
の
は
、
必
ず
何
か
問
題
が
あ
る

か
ら
で
す
よ
ね
。
問
題
を
指
摘
す
る

の
で
そ
こ
に
は
必
ず
批
判
の
エ
レ
メ

ン
ト
が
つ
い
て
く
る
わ
け
で
す
。
だ

か
ら
最
初
は
「
こ
の
人
の
や
っ
て
い

る
こ
と
は
ま
ず
い
の
で
は
な
い
か
」

と
い
う
ネ
ガ
か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る
わ

け
で
す
。
と
こ
ろ
が
解
決
し
よ
う
と

話
し
合
っ
て
い
る
う
ち
に
、
な
ぜ
相

手
が
そ
う
考
え
る
か
理
由
が
分
か
っ

て
く
る
と
、
よ
り
理
解
が
深
ま
る
。

あ
る
い
は
、
そ
も
そ
も
自
分
が
考
え

た
こ
と
が
間
違
っ
て
い
た
か
も
し
れ

な
い
と
気
付
く
。
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
す
る
と
、
い
ろ
ん
な
こ
と
が
分
か
っ

て
く
る
。
そ
う
す
る
と
相
手
の
人
格

を
尊
重
し
な
が
ら
、
少
し
柔
ら
か
く

言
っ
て
あ
げ
る
こ
と
も
で
き
る
。
親

切
心
が
生
ま
れ
、
包
容
力
も
出
て
き

ま
す
。
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
大

切
に
す
る
こ
と
の
効
果
で
す
ね
。

～
ガ
バ
ナ
ン
ス
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
～

尾
身
▼
先
ほ
ど
、
本
部
と
病
院
で
の
立

場
の
違
い
か
ら
く
る
す
れ
違
い
に
つ
い

て
触
れ
ま
し
た
。
Ｊ
Ｃ
Ｈ
Ｏ
の
大
き
な

テ
ー
マ
は
よ
い
医
療
を
全
国
で
届
け
続

け
る
こ
と
で
す
。
こ
の
「
続
け
る
」
と

い
う
と
こ
ろ
が
ミ
ソ
で
す
ね
。
そ
の
た

め
に
は
、
個
々
の
現
場
の
頑
張
り
が
利

益
を
生
み
、
お
給
料
が
上
が
り
、
設

備
や
建
物
も
良
く
な
っ
て
い
く
と
い
う

好
循
環
が
必
要
で
す
。
そ
れ
が
、
よ
く

言
っ
て
い
る
経
営
感
覚
と
か
ガ
バ
ナ
ン

ス
な
ん
で
す
ね
。
コ
ロ
ナ
後
の
厳
し
い

状
況
を
乗
り
切
る
た
め
に
も
、
院
長
先

生
は
じ
め
リ
ー
ダ
ー
の
皆
さ
ん
に
は
、

こ
う
し
た
観
点
で
の
院
内
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
さ
ら
に
活
発
に
し
て
ほ

し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
　

私
た
ち
が
独
法
で
あ
る
以
上
、

経
営
組
織
と
し
て
の
病
院
の
維
持
・

発
展
の
た
め
の
し
っ
か
り
し
た
ガ
バ

ナ
ン
ス
は
基
本
で
す
。
ガ
バ
ナ
ン
ス

の
利
い
た
効
果
的
な
組
織
が
あ
っ
て

こ
そ
、
現
場
の
皆
さ
ん
に
は
効
果
的

に
力
を
発
揮
し
て
い
た
だ
け
る
ん

で
す
。
ガ
バ
ナ
ン
ス
を
皆
が
自
分
の

仕
事
の
中
で
ど
う
理
解
し
、
実
現
し

改
善
で
き
る
か
を
話
し
合
っ
て
納
得

し
て
も
ら
う
こ
と
も
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
大
き
な
課
題
で
す
ね
。

　
　

職
員
の
皆
さ
ん
は
頑
張
っ
て
い

ま
す
よ
ね
。
そ
の
中
で
そ
れ
ぞ
れ
の

思
い
が
あ
る
か
ら
、
そ
の
思
い
を
表

現
で
き
る
場
が
必
要
。
そ
う
す
る

と
、
政
府
の
規
制
上
や
経
営
の
制
約

上
で
、
１
０
０
％
思
い
を
遂
げ
る
の

が
無
理
な
こ
と
も
多
い
で
し
ょ
う
。

け
れ
ど
、
自
分
達
の
言
っ
て
い
る
こ

と
は
、
本
部
や
病
院
の
幹
部
に
も
理

解
し
て
も
ら
え
る
か
も
し
れ
な
い
と

職
員
が
思
え
る
。
双
方
向
の
風
通
し

の
良
さ
が
大
事
で
す
。
先
ほ
ど
の
国

際
会
議
の
話
の
よ
う
に
密
な
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
丁
寧
に
続
け
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
組
織
全
体
に
そ
う
い

う
文
化
を
取
り
入
れ
た
い
。
そ
う
す

る
こ
と
で
一
人
ひ
と
り
が
、
ガ
バ
ナ

ン
ス
を
自
分
事
だ
と
と
ら
え
て
も
ら

え
、
Ｊ
Ｃ
Ｈ
Ｏ
全
体
の
経
営
の
水
準

や
組
織
の
体
質
は
も
っ
と
し
っ
か
り

し
た
も
の
に
な
る
と
思
う
ん
で
す
。

　
　

徳
岡
理
事
に
は
徐
々
に
こ
う
し
た

風
土
が
で
き
て
く
る
よ
う
に
、
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
横
断
的

に
、
研
修
や
Ｊ
Ｃ
Ｈ
Ｏ
の
学
会
で
も
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や
っ
て
も
ら
い
た
い
と
い
う
の
が
、

私
の
希
望
で
す
。

徳
岡
▼
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
組

織
の
文
化
と
し
て
お
互
い
が
共
感
し

合
う
、
気
付
き
を
得
る
、
じ
っ
く
り

と
話
し
合
い
学
び
合
う
と
い
っ
た
と

こ
ろ
を
も
っ
と
醸
成
し
て
い
か
な
い

と
、
Ｊ
Ｃ
Ｈ
Ｏ
全
体
の
強
み
が
活
か

さ
れ
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

尾
身
▼
そ
う
で
す
ね
。
以
前
に
比
べ

た
ら
今
は
少
し
良
く
な
っ
て
い
る
け

ど
、
さ
ら
に
良
く
し
て
い
た
だ
け
れ

ば
い
い
な
と
思
い
ま
す
。

徳
岡
▼
い
い
経
営
が
な
さ
れ
て
い
て

こ
そ
持
続
可
能
な
医
療
組
織
が
で
き

る
。
そ
ん
な
組
織
で
誇
り
を
も
っ
て

患
者
さ
ん
や
地
域
に
貢
献
し
た
い
。

大
き
な
目
的
や
志
は
み
ん
な
共
有
し

て
い
る
わ
け
で
す
か
ら
ね
。

尾
身
▼
さ
ら
に
そ
れ
を
加
速
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
第
２
期
の
２
年

目
な
の
で
、
組
織
の
基
礎
固
め
が
終

わ
る
こ
ろ
で
す
よ
ね
。
そ
こ
に
コ
ロ

ナ
が
来
た
の
で
、
余
計
コ
ロ
ナ
以
降

の
、
例
え
ば
働
き
方
改
革
や
Ｉ
Ｔ
の

使
い
方
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の

仕
方
な
ど
あ
ら
ゆ
る
面
で
、
Ｊ
Ｃ
Ｈ

Ｏ
だ
け
で
は
な
く
、
日
本
の
社
会
全

体
が
変
わ
ら
ざ
る
を
得
な
い
で
し
ょ

う
。
大
変
だ
け
ど
、
こ
れ
を
逆
手
に

取
る
機
会
か
な
と
。
現
実
を
受
け
入

れ
て
、
ピ
ン
チ
を
チ
ャ
ン
ス
に
変
え

ら
れ
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

徳
岡
▼
中
期
計
画
の
２
期
目
で
は
、
各

病
院
が
よ
り
地
域
医
療
で
の
存
在
感

を
高
め
て
い
く
中
で
、
黒
字
に
も
し

て
い
か
な
い
と
い
け
な
い
し
、
医
療

の
水
準
も
上
げ
て
い
か
な
け
れ
ば
い

け
な
い
。
そ
の
中
で
、
院
長
の
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
、
そ
の
た
め
の
ツ
ー
ル

と
し
て
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は

ま
す
ま
す
大
事
に
な
っ
て
く
る
と
思

い
ま
す
。
専
門
的
に
は
、
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と

い
う
言
葉
が
あ
り
ま
す
。
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
と
丁
寧
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
は
切
っ
て
も
切
れ
な
い
関
係

な
の
で
す
。

　
　

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
発
揮
の
方

向
と
し
て
は
先
ほ
ど
議
論
し
て
き
た

よ
う
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
病

院
の
中
を
ま
と
め
、
組
織
体
質
を
改

善
し
て
い
く
こ
と
が
あ
る
わ
け
で
す

が
、
加
え
て
、
地
域
に
対
し
て
の
発

信
、
地
域
と
の
つ
な
が
り
の
強
化
、

地
域
の
中
で
の
し
っ
か
り
し
た
ブ
ラ

ン
ド
イ
メ
ー
ジ
づ
く
り
も
大
事
に

な
っ
て
く
る
と
思
い
ま
す
。

尾
身
▼
お
っ
し
ゃ
る
通
り
で
す
ね
。
基

本
的
に
は
院
長
た
ち
は
院
長
に
な
る

ま
で
は
、
医
学
・
医
療
が
一
番
だ
っ

た
と
思
う
ん
で
す
。
と
こ
ろ
が
院
長

に
な
る
と
、
経
営
の
こ
と
も
当
然
考

え
る
で
し
ょ
う
。
で
も
、
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
と
い
う
、
今
日
議
論
し

た
よ
う
な
こ
と
は
た
ぶ
ん
頭
に
は

あ
っ
た
け
れ
ど
、
も
っ
と
後
回
し
だ
っ

た
か
も
し
れ
な
い
。

　
　

で
も
、
徳
岡
理
事
が
お
っ
し
ゃ
る

よ
う
に
地
域
と
も
職
員
と
も
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
っ
て
し
っ
か
り

と
関
係
を
つ
く
れ
ば
、
自
然
に
患
者

さ
ん
が
来
る
と
い
う
こ
と
も
あ
り
ま

す
よ
ね
。

　
　

あ
と
は
病
院
自
体
が
ど
の
よ
う
に

地
域
で
役
割
を
果
た
す
べ
き
か
は
、

今
ま
で
の
延
長
で
は
な
い
か
も
し
れ

ず
、
新
た
な
役
割
を
見
出
す
必
要
が

あ
る
か
も
し
れ
な
い
で
す
よ
ね
。
特

に
コ
ロ
ナ
の
後
は
、
ま
す
ま
す
厳
し

く
な
る
で
し
ょ
う
。

徳
岡
▼
そ
う
で
す
ね
。
コ
ロ
ナ
後
の
医

療
の
あ
り
方
は
オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
な

ど
新
し
い
方
向
も
ど
ん
ど
ん
出
て
変

わ
っ
て
い
く
で
し
ょ
う
。

尾
身
▼
様
々
な
医
療
の
財
源
に
つ
い
て

も
、
ど
の
よ
う
に
効
果
的
・
効
率
的

に
配
分
す
る
か
と
な
る
と
、
根
源
的

に
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
も

あ
る
し
、
そ
の
と
き
に
院
長
一
人
で

判
断
し
て
も
難
し
い
の
で
、
地
域
の

人
た
ち
や
病
院
の
職
員
、
本
部
と
考

え
知
恵
を
出
す
。
そ
こ
で
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
役
割
が
、
ま
す
ま
す

重
要
に
な
っ
て
く
る
と
思
い
ま
す
。

11



～
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
と
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
～

徳
岡
▼
企
業
で
も
コ
ロ
ナ
後
の
新
常
態

へ
向
け
て
、
今
ま
で
以
上
に
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
病

院
経
営
や
病
院
の
あ
り
方
の
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
と
い
う
の
も
、
地
域
ご

と
に
模
索
し
て
い
か
な
い
と
い
け
な

い
。
そ
の
知
恵
を
集
め
る
た
め
に
は
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
、
も
っ
と

活
発
に
し
な
い
と
い
け
ま
せ
ん
ね
。

尾
身
▼
そ
う
。
ま
ず
医
療
と
い
う
と
、

今
ま
で
は
手
術
を
す
る
と
か
、
難
し

い
病
気
を
治
す
こ
と
が
中
心
だ
っ
た
で

し
ょ
う
。
し
か
し
、
こ
れ
か
ら
は
介
護

や
予
防
も
当
然
と
し
て
、
あ
と
Ｉ
Ｔ
を

ど
う
活
用
し
て
い
く
か
。
今
、
う
ち
は

手
始
め
に
ク
ラ
ウ
ド
型
の
電
子
カ
ル
テ

の
共
有
を
や
っ
て
い
る
わ
け
で
す
が
、

そ
れ
を
日
本
の
医
療
、
地
域
医
療
の
一

つ
の
モ
デ
ル
に
な
る
と
い
う
志
で
や
る

の
と
、
単
に
赤
字
を
解
消
し
た
い
か
ら

や
る
の
と
で
は
違
い
ま
す
よ
ね
。

　
　

リ
ー
ダ
ー
と
い
う
の
は
、
実
現
可
能

な
範
囲
を
見
極
め
、
ど
こ
ま
で
目
標
を

置
く
の
か
が
も
の
す
ご
く
重
要
な
ん
で

す
。
多
少
な
り
と
も
リ
ス
ク
が
あ
る
か

ら
。
だ
け
ど
リ
ス
ク
と
い
う
の
は
、
常

に
何
も
し
な
く
て
も
あ
る
の
で
。

徳
岡
▼
そ
う
で
す
ね
、
な
に
も
し
な
い

こ
と
が
時
代
に
取
り
残
さ
れ
る
リ
ス

ク
に
な
り
得
ま
す
。

尾
身
▼
そ
の
通
り
で
、
今
こ
う
い
う
流

れ
の
激
し
い
時
代
で
、
何
も
し
な
い
こ

と
が
最
大
の
リ
ス
ク
だ
と
私
は
思
い
ま

す
。
も
ち
ろ
ん
何
か
す
る
と
き
に
は
、

あ
え
て
失
敗
す
る
必
要
は
な
い
で
す

か
ら
、
成
功
す
る
た
め
の
条
件
を
考
え

る
わ
け
で
す
が
、
実
際
に
は
、
リ
ス
ク

を
ゼ
ロ
に
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
ん
で

す
。
全
て
が
見
え
て
か
ら
動
く
の
で
は

遅
過
ぎ
る
か
ら
、
ど
こ
か
で
判
断
す
る

ん
で
す
よ
ね
。
判
断
に
は
多
少
リ
ス
ク

が
あ
る
。
だ
か
ら
そ
の
と
き
に
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
大
事
で
、
い
ろ
ん
な

人
の
意
見
を
聞
い
て
お
く
こ
と
が
必
要

で
す
。

　
　

世
の
中
、
先
ほ
ど
理
事
長
が
お
っ

し
ゃ
っ
た
よ
う
に
白
か
黒
か
と
い
う
の

が
は
っ
き
り
し
な
く
て
、
優
秀
な
リ
ー

ダ
ー
と
い
う
の
は
経
験
則
で
、
グ
レ
ー

が
９
０
％
だ
と
言
う
ん
で
す
よ
ね
。
で

も
そ
れ
を
放
置
し
て
は
み
ん
な
が
迷
っ

て
し
ま
う
の
で
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
尽
く
し
て
、「
や
は
り
今
は
こ
う

い
う
方
針
じ
ゃ
な
い
か
」
と
発
信
し
説

得
す
る
。
ま
た
、
ど
れ
ぐ
ら
い
の
人
が

白
か
黒
か
と
思
っ
て
い
る
か
を
、
み
ん

な
で
言
い
合
う
こ
と
で
あ
ぶ
り
出
し
、

納
得
感
を
高
め
る
。
そ
の
一
連
の
こ
と

が
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
な
ん
で
す
ね
。

　
　

そ
う
い
う
意
味
で
は
、
病
院
と
い

う
の
は
、
命
を
目
の
前
に
し
て
時
間

が
限
ら
れ
て
い
る
の
で
、
長
期
的
な

視
点
を
持
ち
に
く
い
状
況
が
あ
り
ま

す
よ
ね
。
中
長
期
で
組
織
を
あ
る
方

向
に
向
け
育
て
て
い
く
院
長
の
か
じ

取
り
と
い
う
の
は
、
す
ご
く
難
し
い

こ
と
な
ん
だ
な
と
。

尾
身
▼
そ
う
い
う
話
を
聞
く
と
、
確
か

に
そ
う
で
す
ね
。
Ｊ
Ｃ
Ｈ
Ｏ
の
病
院
で

は
院
長
が
と
き
ど
き
代
わ
り
ま
す
よ

ね
。
代
わ
る
と
、
医
療
の
経
営
だ
け

で
は
な
く
て
、
雰
囲
気
が
が
ら
っ
と
良

く
な
る
病
院
が
今
ま
で
に
あ
っ
た
。
そ

れ
は
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
大
事
に

し
た
か
ら
だ
と
私
は
聞
い
て
い
ま
す
。

徳
岡
▼
ち
ょ
っ
と
し
た
声
掛
け
や
、
挨
拶

の
励
行
で
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
起
き
る

組
織
に
な
っ
た
例
も
あ
り
ま
す
よ
ね
。

尾
身
▼
そ
う
、
お
っ
し
ゃ
る
通
り
。

徳
岡
▼
院
長
先
生
へ
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
教
育
と
い
う
と
ち
ょ
っ
と
お

こ
が
ま
し
い
で
す
け
れ
ど
、
気
付
き

を
得
ら
れ
る
場
が
増
え
て
い
く
よ
う

に
、
現
場
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
お
助
け
で
き
る
よ
う
に
務
め
ら

れ
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

尾
身
▼
ぜ
ひ
お
願
い
し
ま
す
。

～
最
後
に
～

尾
身
▼
世
の
中
記
録
が
大
事
で
す
よ
ね
。

私
は
ち
ゃ
ん
と
記
録
を
つ
け
る
の
は
苦

手
な
ん
だ
け
ど
、
一
言
記
録
、
名
前
だ

け
で
も
印
象
に
残
っ
た
人
を
メ
モ
に
書

い
て
い
る
ん
で
す
。
そ
れ
も
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
一
環
な
の
か
な
と
。

徳
岡
▼
そ
う
で
す
ね
。
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
き
っ
か
け
み
た
い
な
も
の
を

取
っ
て
お
き
、
そ
れ
を
発
展
さ
せ
て
い

く
の
は
知
の
創
造
の
一
歩
で
す
ね
。

　
　

最
初
に
『
サ
ピ
エ
ン
ス
全
史
』

の
ネ
ア
ン
デ
ル
タ
ー
ル
人
と
ホ
モ
サ

ピ
エ
ン
ス
の
話
か
ら
始
ま
り
ま
し
た

が
、
経
営
の
世
界
で
私
が
思
う
の

は
、
日
本
企
業
が
負
け
込
ん
で
い
る

の
は
、
も
し
か
す
る
と
日
本
は
ネ
ア

ン
デ
ル
タ
ー
ル
人
だ
か
ら
で
は
な
い

か
と
。
も
の
ご
と
を
感
覚
的
に
捉
え

個
別
事
象
で
処
理
し
て
終
わ
り
。
体

系
化
が
苦
手
で
、
あ
う
ん
の
呼
吸
で

す
ま
せ
て
し
ま
う
。
欧
米
の
方
が
ホ

モ
サ
ピ
エ
ン
ス
ら
し
く
、
ち
ゃ
ん
と

概
念
化
し
て
理
念
を
打
ち
上
げ
て
、

み
ん
な
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
し

て
知
恵
を
出
し
合
っ
て
前
へ
進
ん
で

い
く
、
そ
ん
な
気
が
し
ま
す
し
、
日

本
が
世
界
の
変
化
の
中
で
大
き
く
変

わ
っ
て
い
か
な
い
と
い
け
な
い
と
き

に
は
ホ
モ
サ
ピ
エ
ン
ス
式
の
あ
り
方

が
と
て
も
重
要
だ
と
思
う
の
で
す
。

Ｊ
Ｃ
Ｈ
Ｏ
と
し
て
は
、
ネ
ア
ン
デ
ル

タ
ー
ル
人
に
な
ら
な
い
よ
う
に
し
た

い
で
す
ね
。
本
日
は
ど
う
も
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

12



背
景
と
課
題
：

　

２
０
１
８
年
の
厚
生
労
働
省
の
人
口
動

態
統
計
月
報
年
計
に
よ
れ
ば
、
誤
嚥
性
肺

炎
の
死
亡
数
は
多
く
、
３
万
８
千
人
を
超

え
て
い
る
。
誤
嚥
性
肺
炎
は
高
齢
化
現
象

に
伴
う
疾
患
で
あ
る
が
、
脳
卒
中
や
外
科

術
後
の
合
併
症
と
し
て
発
症
す
る
ケ
ー
ス

に
つ
い
て
も
、
口
腔
ケ
ア
の
徹
底
や
適
切
な

食
事
形
態
の
選
択
に
よ
っ
て
予
防
で
き
る

場
合
が
多
い
。

　

当
院
は
熊
本
県
八
代
市
に
位
置
す
る
急

性
期
病
院
で
あ
り
、
地
域
の
中
核
病
院
と

し
て
の
役
割
を
担
っ
て
い
る
。
当
院
に
お
い

て
誤
嚥
性
肺
炎
に
よ
っ
て
入
院
し
て
い
る
患

者
は
２
０
１
４
年
度
に
１
５
６
名
（
全
患
者

の
２
.
５
２
%
）
存
在
し
、
施
設
や
自
宅
へ

退
院
し
た
翌
日
も
し
く
は
数
日
中
の
う
ち

に
誤
嚥
性
肺
炎
の
た
め
再
入
院
す
る
ケ
ー

ス
も
少
な
く
な
か
っ
た
。
当
院
は
呼
吸
器

内
科
医
１
名
、
摂
食
嚥
下
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
（
以
下
、
リ
ハ
）
を
専
門
と
す
る
言

語
聴
覚
士
１
名
の
み
の
体
制
で
あ
り
、
口

腔
内
の
管
理
・
ケ
ア
を
行
う
歯
科
も
標
榜

し
て
い
な
い
た
め
、
誤
嚥
性
肺
炎
へ
の
対
策

は
十
分
と
は
い
え
な
か
っ
た
。
ま
た
、
院
内

で
続
発
症
と
し
て
誤
嚥
性
肺
炎
を
発
症
す

る
ケ
ー
ス
に
関
し
て
は
看
護
師
の
食
事
介

助
や
口
腔
ケ
ア
の
問
題
と
解
釈
さ
れ
て
し

ま
う
場
合
が
あ
り
、
看
護
業
務
の
ス
ト
レ

ス
要
因
と
し
て
常
態
化
し
て
い
た
。
そ
の
た

め
、
医
師
、
看
護
師
、
薬
剤
師
、
管
理
栄
養

士
、
作
業
療
法
士
、
言
語
聴
覚
士
と
い
っ
た

多
職
種
連
携
に
よ
っ
て
誤
嚥
性
肺
炎
に
対

抗
す
る
チ
ー
ム
作
り
が
急
務
で
あ
っ
た
。
さ

ら
に
、
再
入
院
の
患
者
を
抑
制
す
る
た
め

に
は
院
内
だ
け
で
は
な
く
地
域
全
体
と
し

て
の
意
識
改
革
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
ら

れ
た
。

　
課
題
解
決
に
向
け
て
：

活
動
期
間　

　

�

第
一
フ
ェ
ー
ズ
：

　

２
０
１
４
年
４
月
～
２
０
１
７
年
３
月

　

（
口
腔
ケ
ア
チ
ー
ム
発
足
、
啓
発
活
動
）

　

�

第
二
フ
ェ
ー
ズ
：

　

２
０
１
６
年
４
月
～
２
０
１
９
年
３
月

　

（
口
腔
ケ
ア
の
普
及
・
推
進
）

　

�

第
三
フ
ェ
ー
ズ
：

　

�

２
０
１
８
年
４
月
～
現
在
（
脳
卒
中
セ
ン

タ
ー
に
お
け
る
口
腔
ケ
ア
往
診
）（
図
１
） 

　
　第

一
フ
ェ
ー
ズ
：
誤
嚥
性
肺
炎
に
よ
る
入

院
者
を
阻
止
（
啓
発
活
動
お
よ
び
嚥
下
食

の
見
直
し
）

　

誤
嚥
性
肺
炎
の
予
防
を
目
的
と
し
て
、

２
０
１
４
年
に
摂
食
嚥
下
委
員
会
の
メ
ン

バ
ー
か
ら
な
る
『
口
腔
ケ
ア
サ
ポ
ー
ト

チ
ー
ム
』
を
立
ち
上
げ
た
。
具
体
的
な
目

標
は
、
誤
嚥
性
肺
炎
に
よ
る
年
間
の
入
院

患
者
数
を
３
０
％
減
少
さ
せ
る
こ
と
で

あ
っ
た
。
方
法
と
し
て
、
地
域
の
医
療
・

介
護
職
者
、
院
内
職
員
に
対
し
て
口
腔
ケ

ア
や
摂
食
嚥
下
障
害
に
関
す
る
啓
発
活
動

を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
院
内
に
お
け
る

嚥
下
食
の
見
直
し
と
し
て
、
管
理
栄
養
士

と
言
語
聴
覚
士
が
協
力
し
、
摂
食
嚥
下
リ

ハ
学
会
の
分
類
方
法
に
従
っ
て
食
事
形
態

を
整
理
し
た
。
こ
の
適
切
な
分
類
方
法
を

用
い
た
看
護
師
に
よ
る
他
施
設
へ
の
申
し

送
り
に
よ
っ
て
、
転
院
先
に
お
い
て
誤
嚥

性
肺
炎
の
発
症
が
抑
制
で
き
る
こ
と
を
期

待
し
た
。
ま
た
、
在
宅
へ
退
院
す
る
患
者

に
対
し
て
は
栄
養
指
導
に
お
い
て
嚥
下
食

の
基
礎
知
識
、
調
理
方
法
に
つ
い
て
説
明

を
行
っ
た
。
啓
発
活
動
の
一
環
と
し
て
実

施
し
た
研
修
会
の
実
績
は
表
１
に
示
す
。

令和元年度　職場チームの業務改善の取り組み令和元年度　職場チームの業務改善の取り組み
最優秀賞受賞チーム　熊本総合病院口腔ケアサポートチーム最優秀賞受賞チーム　熊本総合病院口腔ケアサポートチーム
活動名　　　　　　　　　活動名　　　　　　　　　誤嚥性肺炎の阻止に向けた地域全体の取り組み誤嚥性肺炎の阻止に向けた地域全体の取り組み
　　　　　　　　　　　　～口腔ケアサポートチームの5ヶ年計画～　　　　　　　　　　　　～口腔ケアサポートチームの5ヶ年計画～

チームメンバー　リーダー・橋本幸成（言語聴覚士）、小川智美（看護副師長）、永利聡仁（脳神経内科部長）、
澤津洋一（薬剤師）、亀之園佑太（言語聴覚士）、清水梨沙（管理栄養士）、村上佳苗（看護師）、山口薫（作
業療法士）、藤崎龍（作業療法士）、秀島健介（作業療法士）、久保田裕（作業療法士）、岩尾真実（看護師）、
高野広恵（看護師）、大岡健太郎（薬剤師）、濵田則雄（理学療法士長）、古賀一成（副院長兼脳神経外科部長）

※氏名、役職は受賞当時のものです。

図 1　取り組み全体の概要
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研
修
会
の
内
容
は
、
摂
食
嚥
下
障
害
の

発
生
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
解
説
、
誤
嚥
を
予
防
す

る
た
め
の
食
事
形
態
の
工
夫
、
誤
嚥
性
肺

炎
の
予
防
法
と
し
て
の
口
腔
ケ
ア
の
意
義

な
ど
で
あ
っ
た
。
歯
科
領
域
の
講
演
に
は
地

域
で
訪
問
歯
科
を
行
っ
て
い
る
歯
科
医
院

へ
講
師
依
頼
を
行
っ
た
。
２
０
１
６
年
度
以

降
は
実
習
形
式
の
研
修
会
へ
と
移
行
し
、

よ
り
日
常
業
務
へ
活
か
せ
る
内
容
を
取
り

入
れ
た
。
研
修
会
で
は
毎
回
ア
ン
ケ
ー
ト

を
収
集
し
、
参
加
者
の
ニ
ー
ズ
に
基
づ
き

次
回
の
研
修
会
の
内
容
を
検
討
し
た
。

　

第
一
フ
ェ
ー
ズ
の
成
果
と
し
て
は
（
図

２
）
、
２
０
１
７
年
度
に
は
誤
嚥
性
肺
炎
に

よ
る
入
院
者
数
は
９
７
人
で
あ
り
目
標
値

の
１
１
０
人
未
満
を
達
成
し
、
２
０
１
８

年
度
の
調
査
で
は
さ
ら
に
８
１
名
ま
で
減

少
し
て
い
る
。
全
体
の
入
院
患
者
は
年
々

増
加
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
誤
嚥
性

肺
炎
の
患
者
に
つ
い
て
は
明
ら
か
に
減
少

傾
向
を
示
し
て
お
り
、
第
一
フ
ェ
ー
ズ
の
地

域
全
体
の
取
り
組
み
に
よ
っ
て
大
き
な
成

果
が
得
ら
れ
た
と
い
え
る
。

第
二
フ
ェ
ー
ズ
：
院
内
発
症
の
誤
嚥
性
肺

炎
を
阻
止
（
院
内
に
お
け
る
口
腔
ケ
ア
の

普
及
活
動
）

　

第
一
フ
ェ
ー
ズ
の
最
終
年
度
と
並
行
し

て
、
２
０
１
７
年
度
か
ら
は
当
院
の
入
院

患
者
に
お
い
て
続
発
症
と
し
て
生
じ
る

誤
嚥
性
肺
炎
へ
の
対
策
を
開
始
し
た
。

２
０
１
６
年
度
の
調
査
で
は
院
内
で
誤
嚥

性
肺
炎
を
発
症
し
た
患
者
は
８
８
例
も
存

在
す
る
こ
と
が
わ
か
り
、
要
因
と
し
て

は
、
口
腔
ケ
ア
が
徹
底
で
き
て
い
な
い
点

が
問
題
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
た
。
口
腔
ケ

ア
の
不
足
に
よ
る
口
腔
内
の
細
菌
数
増
加

を
主
要
因
と
し
た
不
顕
性
誤
嚥
は
、
症
状

が
見
え
づ
ら
い
と
い
う
特
徴
が
あ
る
た

め
、
対
応
が
不
十
分
に
な
り
が
ち
で
あ

る
。
そ
こ
で
、
院
内
で
実
施
し
て
い
る
口

腔
ケ
ア
を
強
化
す
る
た
め
以
下
の
取
り
組

み
を
行
い
、
目
標
は
院
内
で
の
誤
嚥
性
肺

炎
の
発
症
者
数
を
２
０
１
６
年
度
と
比
較

し
て
３
０
％
減
少
（
６
１
名
以
下
）
と
し

た
。

■��
口
腔
ケ
ア
サ
ポ
ー
ト
チ
ー
ム
の
取
り

組
み
内
容

１��

各
病
棟
の
摂
食
嚥
下
委
員
看
護
師
に

よ
る
口
腔
ケ
ア
の
促
進

２��

抗
菌
作
用
の
あ
る
口
腔
ケ
ア
用
ジ
ェ

ル
剤
の
導
入

３�

絶
食
患
者
へ
の
口
腔
ケ
ア
実
施
の
徹
底

４��

地
域
歯
科
衛
生
士
に
よ
る
病
棟
単
位

で
の
口
腔
ケ
ア
勉
強
会
開
催�

５��

新
人
看
護
師
研
修
に
お
け
る
摂
食
嚥

下
・
口
腔
ケ
ア
講
義
の
充
実

　

以
上
の
取
り
組
み
を
継
続
し
、
２
０
１
８

年
度
に
は
院
内
の
誤
嚥
性
肺
炎
の
発
症
者

数
は
５
４
例
と
な
り
、
目
標
の
３
０
％

減
（
６
１
名
以
下
）
を
達
成
し
た
（
図

３
）
。
院
内
に
お
け
る
誤
嚥
性
肺
炎
の
発

症
数
が
減
少
し
た
こ
と
で
、
業
務
負
担
の

軽
減
や
在
院
日
数
の
短
縮
な
ど
の
波
及
効

果
も
得
ら
れ
て
い
る
。

　　　　　　　　　　　　　

第
三
フ
ェ
ー
ズ
：
脳
卒
中
病
棟
の
誤
嚥
性

肺
炎
を
阻
止
（
地
域
歯
科
医
院
か
ら
の

「
口
腔
ケ
ア
往
診
」
）

　

図
３
に
示
し
た
通
り
、
誤
嚥
性
肺
炎
の

院
内
発
症
数
は
減
少
傾
向
で
あ
っ
た
。
そ

の
中
で
、
２
０
１
７
年
度
の
調
査
で
は
、

表１　院内外を対象とした研修会の内容と参加者数

院内 院外 全体

2014年度 9月25日   １．摂食嚥下障害について　２．食事形態の基礎知識 19 109 128

10月29日   １．とろみ剤の適切な使用法　２．簡易懸濁法の基礎 28 103 131

11月27日   １．口腔環境と口腔ケア　２．歯科と摂食嚥下障害 14 54 68

3月19日   １．嚥下調整食と栄養価　２．摂食嚥下障害の評価と訓練 30 56 86

2015年度 3月17日   適切な口腔ケアの方法 25 56 81

2016年度 6月29日   簡易懸濁法の実践 17 44 61

2017年度 1月31日   口腔ケアと誤嚥性肺炎の予防 25 59 84

参加者数
年度 日付 研修会内容

図２　誤嚥性肺炎による入院者数の推移

図３　院内における誤嚥性肺炎発症者数の推移
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院
内
で
発
症
し
た
誤
嚥
性
肺
炎
７
６
例
の

う
ち
脳
卒
中
セ
ン
タ
ー
の
あ
る
１
２
階
病

棟
が
２
８
例
と
全
体
の
３
６
.
８
％
を
占

め
て
い
た
。
脳
卒
中
患
者
は
意
識
障
害
が

遷
延
す
る
こ
と
で
口
腔
内
の
環
境
が
悪
化

し
や
す
く
、
嚥
下
関
連
筋
の
機
能
低
下
も

生
じ
る
た
め
誤
嚥
性
肺
炎
の
リ
ス
ク
が
高

ま
る
。
こ
の
対
策
と
し
て
２
０
１
８
年
度

か
ら
脳
卒
中
セ
ン
タ
ー
で
は
地
域
歯
科
医

院
と
連
携
し
た
「
口
腔
ケ
ア
往
診
」
を
開

始
し
た
（
図
４
）
。
急
性
期
の
脳
卒
中
患

者
に
対
し
て
口
腔
ケ
ア
を
主
目
的
と
し
た

往
診
依
頼
を
実
践
す
る
こ
と
は
全
国
的
に

見
て
も
稀
な
取
り
組
み
で
あ
る
。

■��

口
腔
ケ
ア
往
診
（
図
４
）の
時
系
列
手
順

１
）�口
腔
機
能
ア
セ
ス
メ
ン
ト
表
の
作
成

（
看
護
師
）

２
）歯
科
受
診
可
能
か
判
断（
主
治
医
）

３
）�患
者
本
人
（
家
族
）
へ
歯
科
受
診
提

案�

→�

同
意
書
へ
の
署
名
受
領（
看
護

師
）

４
）診
療
情
報
提
供
書
の
作
成（
主
治
医
）

５
）�診
療
情
報
提
供
書
と
口
腔
機
能
ア
セ

ス
メ
ン
ト
表
を
F
A
X
送
信（
地
域
連

携
室
）

６
）�歯
科
医
と
訪
問
日
時
の
調
整（
看
護

師
、
歯
科
医
院
）

７
）口
腔
ケ
ア
往
診（
歯
科
医
院
）

８
）�口
腔
ケ
ア
ま
た
は
歯
科
治
療
の
継
続

（
歯
科
医
院
）

９
）�連
携
シ
ー
ト
を
用
い
て
ケ
ア
が
継
続

で
き
る
よ
う
に
情
報
共
有（
歯
科
医

院
、
看
護
師
）

　　

対
象
者
の
選
択
で
は
、
口
腔
内
環
境
が

不
良
か
つ
誤
嚥
性
肺
炎
の
リ
ス
ク
が
高
い

患
者
を
効
果
的
に
抽
出
で
き
る
よ
う
口
腔

機
能
ア
セ
ス
メ
ン
ト
表
を
活
用
し
た
。
患

者
・
家
族
に
は
往
診
の
意
義
や
医
療
費
の

支
払
い
方
法
に
つ
い
て
説
明
し
た
上
で
、

書
面
を
も
っ
て
同
意
を
得
た
。
口
腔
ケ
ア

の
方
法
に
つ
い
て
は
連
携
シ
ー
ト
を
活
用

し
て
歯
科
衛
生
士
と
病
棟
看
護
士
の
情
報

共
有
が
図
れ
る
よ
う
工
夫
し
た
。
ま
た
、

必
要
に
応
じ
て
抜
歯
や
齲
歯
の
治
療
な
ど

も
実
践
さ
れ
た
。

　

口
腔
ケ
ア
往
診
を
開
始
し
た
２
０
１
８

年
８
月
か
ら
２
０
１
９
年
３
月
ま
で
の

８
ヶ
月
間
に
お
い
て
歯
科
介
入
の
効
果

を
検
証
し
た
。
方
法
と
し
て
、
脳
卒
中
セ

ン
タ
ー
に
お
い
て
口
腔
ケ
ア
往
診
を
行
っ

た
介
入
群
、
行
わ
な
か
っ
た
非
介
入
群
の

２
群
に
分
け
て
、
続
発
症
と
し
て
の
誤
嚥

性
肺
炎
の
発
症
率
を
比
較
し
た
。
そ
の
結

果
、
非
介
入
群
で
は
発
症
率
３
.
７
０
％

（
２
８
／
６
２
２
人
）
で
あ
っ
た
の
に
対

し
、
介
入
群
に
つ
い
て
は
発
症
率
０
％
（
０

／
２
１
人
）
で
あ
り
、
歯
科
介
入
に
よ
る

誤
嚥
性
肺
炎
の
抑
制
効
果
を
認
め
た
（
図

５
）
。
介
入
群
の
２
１
例
は
口
腔
機
能
ア
セ

ス
メ
ン
ト
表
で
誤
嚥
性
肺
炎
の
リ
ス
ク
が

高
い
と
評
定
さ
れ
た
患
者
で
あ
る
た
め
、

そ
の
う
ち
１
例
も
誤
嚥
性
肺
炎
を
発
症
し

な
か
っ
た
と
い
う
結
果
は
、
口
腔
ケ
ア
往

診
の
明
ら
か
な
効
用
を
示
し
て
い
る
。

　

口
腔
ケ
ア
往
診
は
第
一
フ
ェ
ー
ズ
の
啓

発
活
動
に
お
い
て
講
演
を
行
っ
て
も
ら
っ

た
地
域
の
歯
科
医
院
に
依
頼
し
た
た
め
導

入
は
ス
ム
ー
ズ
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
第
三

フ
ェ
ー
ズ
の
一
連
の
活
動
は
脳
卒
中
セ
ン

タ
ー
看
護
師
が
研
究
報
告
す
る
よ
う
取
り

決
め
、
活
動
が
維
持
・
促
進
さ
れ
る
よ
う

工
夫
し
た
。
取
り
組
み
の
小
括
と
し
て
、

２
０
１
８
年
度
の
最
終
月
に
は
地
域
歯
科

医
院
の
歯
科
医
師
、
歯
科
衛
生
士
、
当
院

看
護
師
の
３
名
を
パ
ネ
リ
ス
ト
と
し
た
成

果
報
告
会
を
行
い
、
さ
ら
な
る
連
携
の
強

化
を
図
っ
た
。

ま
と
め

　

本
取
り
組
み
は
①
病
院
か
ら
地
域
へ
の

情
報
発
信
（
研
修
・
実
習
の
開
催
）
に
加

え
て
、
②
地
域
か
ら
病
院
へ
の
資
源
投
入

（
口
腔
ケ
ア
往
診
）
と
い
う
双
方
向
的
な

ア
プ
ロ
ー
チ
に
よ
っ
て
、
地
域
全
体
と
し

て
大
き
な
成
果
を
上
げ
て
い
る
点
が
新
し

く
、
誤
嚥
性
肺
炎
対
策
の
モ
デ
ル
的
実
践

例
と
い
え
る
。

　

今
後
は
、
脳
卒
中
患
者
を
主
と
す
る

１
２
階
病
棟
以
外
の
病
棟
に
お
い
て
も
口
腔

ケ
ア
往
診
を
開
始
し
、
誤
嚥
性
肺
炎
の
発

症
数
を
さ
ら
に
減
少
さ
せ
る
計
画
で
あ
る
。

図４　口腔ケア往診の手続き

図５　口腔ケア往診の有無による誤嚥性肺炎発症率の比較

15



北海道東北

関東

東海北陸

近畿四国

九　州

北海道病院
旧：北海道社会保険病院

札幌北辰病院
旧：札幌社会保険総合病院

登別病院
旧：登別厚生年金病院

秋田病院
旧：秋田社会保険病院

仙台病院
旧：仙台社会保険病院

仙台南病院
旧：宮城社会保険病院

二本松病院
旧：社会保険二本松病院

さいたま北部医療センター
旧：社会保険大宮総合病院

埼玉メディカルセンター
旧：埼玉社会保険病院

千葉病院
旧：千葉社会保険病院

船橋中央病院
旧：社会保険船橋中央病院

東京高輪病院
旧：せんぽ東京高輪病院

東京新宿メディカルセンター
旧：東京厚生年金病院

東京山手メディカルセンター
旧：社会保険中央総合病院

東京城東病院
旧：城東社会保険病院

東京蒲田医療センター
旧：社会保険蒲田総合病院

横浜中央病院
旧：社会保険横浜中央病院

横浜保土ケ谷中央病院
旧：横浜船員保険病院

相模野病院
旧：社会保険相模野病院

湯河原病院
旧：湯河原厚生年金病院

うつのみや病院
旧：宇都宮社会保険病院

群馬中央病院
旧：社会保険群馬中央総合病院

山梨病院
旧：社会保険山梨病院

高岡ふしき病院
旧：社会保険高岡病院

玉造病院
旧：玉造厚生年金病院

大阪病院
旧：大阪厚生年金病院

大阪みなと中央病院
旧：大阪船員保険病院

星ヶ丘医療センター
旧：星ヶ丘厚生年金病院

神戸中央病院
旧：社会保険神戸中央病院

滋賀病院
旧：社会保険滋賀病院

京都鞍馬口医療センター
旧：社会保険京都病院

大和郡山病院
旧：奈良社会保険病院

りつりん病院
旧：社会保険栗林病院

宇和島病院
旧：宇和島社会保険病院

高知西病院
旧：厚生年金高知リハビリテーション病院

下関医療センター
旧：社会保険下関厚生病院

徳山中央病院
旧：綜合病院社会保険徳山中央病院

金沢病院
旧：金沢社会保険病院

福井勝山総合病院
旧：福井社会保険病院

若狭高浜病院
旧：社会保険高浜病院

九州病院
旧：九州厚生年金病院

佐賀中部病院
旧：佐賀社会保険病院

伊万里松浦病院
旧：社会保険浦之崎病院

久留米総合病院
旧：社会保険久留米第一病院

福岡ゆたか中央病院
旧：健康保険直方中央病院

南海医療センター
旧：健康保険南海病院

湯布院病院
旧：湯布院厚生年金病院

宮崎江南病院
旧：社会保険宮崎江南病院

諫早総合病院
旧：健康保険諫早総合病院

熊本総合病院
旧：健康保険熊本総合病院

人吉医療センター
旧：健康保険人吉総合病院

天草中央総合病院
旧：健康保険天草中央総合病院

可児とうのう病院
旧：岐阜社会保険病院

桜ヶ丘病院
旧：社会保険桜ヶ丘総合病院

三島総合病院
旧：三島社会保険病院

中京病院
旧：社会保険中京病院

四日市羽津医療センター
旧：四日市社会保険病院

我ら全国ネットのJCHOは

地域の住民、行政、関係機関と連携し

地域医療の改革を進め

安心して暮らせる地域づくりに貢献します

「理念」

安心の地域医療を支える

本　部
〒108-8583　東京都港区高輪3-22-12　URL https://www.jcho.go.jp/
TEL：03（5791）8220　FAX：03（5791）8258

地域医療機能推進機構
全国病院MAP

［
ジ
ェ
イ
コ
ー
ニ
ュ
ー
ス
］

独
立
行
政
法
人
地
域
医
療
機
能
推
進
機
構

〒
108-8583

tel:03-5791-8220
東
京
都
港
区
高
輪
3丁
目
22番

12号
2020 SU

M
M

ER
vol.26

夏
号

地区事務所
本部北海道東北地区管理部
関 東 地 区 事 務 所
東 海 北 陸 地 区 事 務 所
近 畿 四 国 地 区 事 務 所
九 州 地 区 事 務 所

〒108-8583
〒108-0074
〒457-0866
〒553-0003
〒866-0862

東京都港区高輪3-22-12 2F
東京都港区高輪3-22-12 1F
愛知県名古屋市南区三条1-1-10 中京病院健康管理センター内
大阪府大阪市福島区福島4-2-78 JCHO大阪病院別館3階
熊本県八代市松江城町2-26 熊本総合病院健康管理センター棟4F

URL
https://www.jcho.go.jp/


